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有価証券報告書とは

日本の企業等の数は367万以上（政府統計、令和３年経済センサス）といわれている。

その中でも、金融商品取引法第24条にて規定される、

・証券取引所に株式公開をしている会社。

・金融商品取引法第４条・５条に基づく有価証券届出書提出会社⇒過去に一億円以上の有価証券の募集または売出しを行った会社。

・過去5年間において株券もしくは優先出資証券の保有者が1000人以上の株式会社。

これらに該当する株式会社が各事業年度終了後３カ月以内に金融庁へ提出が義務付けられている書類を指す。

元来は投資家保護を目的とした書類。

もちろん、提出様式及び内容の根拠は「企業内容等の開示に関する内閣府令」に基づくため、虚偽記載をした者は法令により責任を問われる

（刑事罰・行政罰・民事責任、同法197条）。 また、各証券取引所が設定する上場廃止基準に抵触することとなり、上場廃止となる可能性も

ある。 この書類に記されている企業情報は、非常に信憑性の高い情報といえる。

有価証券報告書とは

日本の
上場企業数
3,943社
2024年1月時点（※1）

未上場企業
500社弱（※2）＋

※1.当社集計による
※2.ご契約内容によっては、閲覧できない場合がございます。
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主なユーザー 利用用途

銀行業 融資先の経営状態及び、その企業が所属する業界の市場環境の調査

証券会社・アナリスト 調査対象企業のレポート作成のための材料

一般事業会社

・取引先の財務状況等の審査

・各業界に対応するための商品開発資料

・各社の事務所、工場などの設備などの調査

・同業他社の状況把握

・経営者のプロフィールを確認

大学（または属する研究機関）
・経済・経営・商学部の教授や学生が会計、企業分析等のテーマで研究、学習を行うための素材

・就職活動用途として、希望する業界・企業についての比較・参考資料として

様々なユーザーが利用する有価証券報告書

企業活動と有価証券報告書、そのユーザー。

ひとえに企業活動といっても各社各様である。

まず、様々な経営資源を調達する、それらを活用し、加工し、商品を生産、販売

する。 それらから利益を得ることが、企業の主たる目的である。 どのような

資源を調達し、どれだけの人員、設備を投入しているか、その際の資金はどうし

たのか、意思決定をしている経営者は誰か。

「有価証券報告書」には、それらの情報がしっかり書いてあります。

難しいことはありません、読めば分かります。

有価証券報告書

沿革

設備

資金

従業員

関係会社

経営者

事業内容

課題 研究開発

リスク

株主

有価証券報告書とは 3



有価証券報告書から以下のような情報を読み取るヒントを得られる
第一部 企業情報

第１ 企業の概況
１ 主要な経営指標等の推移
２ 沿革
３ 事業の内容
４ 関係会社の状況
５ 従業員の状況※

第２ 事業の状況
１ 経営方針、経営環境及び対処すべき課題等
２ サステナビリティに関する考え方及び取組※
３ 事業等のリスク
４ 経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
５ 経営上の重要な契約等
６ 研究開発活動

第３ 設備の状況
１ 設備投資等の概要
２ 主要な設備の状況
３ 設備の新設、除却等の計画

第４ 提出会社の状況
１ 株式等の状況
２ 自己株式の取得等の状況
３ 配当政策
4 コーポレート・ガバナンスの状況等

第５ 経理の状況
１ 連結財務諸表等
２ 財務諸表等

第６ 提出会社の株式事務の概要

第７ 提出会社の参考情報
１ 提出会社の親会社等の情報
２ その他の参考情報

第二部 提出会社の保証会社等の情報

監査報告書

設立時の事業内容、企業の動向が把握できる

従業員数、平均勤続年数、平均年間給与、管理職に占める女性労働
者の割合、男性労働者の育児休業取得率等を差異を確認できる

経済環境、自然環境、カントリーリスク等考えられるリスクが把握できる

経営ビジョン、取り組むべき課題を確認できる

正確な事業内容、関係会社とのつながりがわかる

役員の略歴、役員の男女比率等を確認できる

経営者の視点による財政状態・状況の認識・分析・検討内容を把握

直近５年間の企業の売上、利益などの財務情報がわかる

研究の内容、各事業区分に投入される研究費がわかる

先入観やイメージに縛られず
企業のビジネスの実態を把握

ネガティブな情報、ウェブサイト・
メディアでは入手しにくい情報を入手

※「企業内容等の開示に関する内閣府令の一部を改正する内閣府令」(2023年１月31日 内閣府令第11号)の改正事項

サステナビリティに関する考え方が確認できる

例えば、就職活動における情報収集では、以下の項目が参考となります。 ネガティブな情報を知る事は、就職活動をする上で有益な情報となります。

有価証券報告書の読解のポイント → 必要な項目だけを読むのがコツ
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【例】カゴメ㈱

１ 【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】
文中の将来に関する事項は、当連結会計年度末現在において、当社グループが判断したものであります。

(1)トップメッセージ
<第３次中期経営計画 １年目の市場環境認識と業績評価>
経営環境が激変した１年
これまでに培った利益を獲得する力をベースに、トップラインの成長を追求することを基本戦略とする第３次中期経営計画が2022年からスタート

しました。
しかしながら、スタート直後から、ウクライナ情勢の急変や円安の急激な進行、農業分野に甚大な影響を及ぼす自然災害の頻発といった事態が重

な り、これまで経験したことのない経営環境の激変に直面しました。
<省略>

(2) 会社の経営の基本方針
カゴメグループは、「感謝」「自然」「開かれた企業」を企業理念としております。これは、創業100周年にあたる1999年を機に、カゴメグ

ループの更なる発展を目指して、創業者や歴代経営者の信条を受け継ぎ、カゴメの商品と提供価値の源泉、人や社会に対し公正でオープンな企業
を目指す決意を込めて、2000年１月に制定したものです。
また、カゴメグループは今後も「自然を、おいしく、楽しく。ＫＡＧＯＭＥ」をお客様と約束するブランドステートメントとして商品をお届けし

てまいります。
当社の企業理念、ブランドステートメントから長期ビジョンまでの関係は以下のとおりです。

<省略>

(6) 中期経営計画の進捗
2025年のありたい姿、ビジョンの達成に向けて、2022年から2025年までの４ヶ年を第３次中期経営計画として位置付けています。１年目と

なる2022年度は、ウクライナ情勢の急変や急激な円安の進行、気候変動の影響による農産原料の収穫量低下といった事態が重なったことにより、
原材料価格が高騰し、当社の経営環境は大きく変化しました。このような変化の中においても、2025年のありたい姿、ビジョンを目指すことに
変わりはありません。しかしながら、2025年の定量目標については、現在の環境を踏まえ 、改めて設定します。

<省略>

（有価証券報告書2022年12月31日（決算日）「経営方針、経営環境及び対処すべき課題等」から一部抜粋要約）証券コード： 2811

→ここで挙げられている内容をまとめると…

（1）トップメッセージ
・ステークフォルダーに向けた企業トップの分析

（2）会社の経営の基本方針
・企業理念・グループビジョンの概要

（3）カゴメの価値創造プロセス
（4）カゴメの成長を支える経営資本
（5）カゴメのビジネスモデル
・企業の数値情報で示されない強み、特長
（非財務情報）

(6) 中期経営計画の進捗
・2022年からの中期経営企画1年目の報告
・サステナビリティに関する取り組み
・多様性に関する取り組み

※研究開発についてのより具体的な内容は、
「研究開発活動」に記載されている。

→ここで挙げられている就職活動でのポイントは

・2025年のありたい姿は
「トマトの会社から野菜の会社」に
→食を通じて社会課題の解決に取り組み、
持続的に成長できる強い企業になる

・多様性の尊重・人的資本の拡充
→働き方の多様化に対する取り組み

ex)フレックス・テレワーク等
→ダイバーシティに対する取り組み

ex)女性活躍等

「経営方針、経営環境及び対処すべき課題等」

■抱えている問題点は何か
■目標や経営方針を読み取る
■将来に対する明確なビジョンがあるか確認する

企業が現在抱えている課題、取り組むテーマ

企業グループ全体から見て事業上、および財務上どのような問題に直面
しているのか、また、それに対して経営者がどのような姿勢で取り組も
うとしているのかについて、記載されている。企業の将来を読むための
重要な手がかりにもなる。
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【就職活動でのポイント】
・人的資本
→企業活動の最も重要な源泉は
人材であるという基本的な考え方

（ア）能力開発／人的投資

（イ）人材多様化

（ウ）女性活躍推進

（エ）健康経営

6

「サステナビリティに関する考え方及び取組」

【例】綜合警備保障（株）

２【サステナビリティに関する考え方及び取組】
当社グループのサステナビリティに関する考え方及び取組は、次のとおりであります。
なお、文中の将来に関する事項は、当連結会計年度末現在において当社グループが判断したものであります。

(1）サステナビリティ全般に関する考え方
当社グループは、サステナビリティを巡る課題への対応は基本的な経営課題であるとの認識のもと、お客様と社会の多様な安全・安心

ニーズに応えるべく、サステナビリティ基本方針を制定し、持続的な成長を目指し、取組みを進めてまいります。
また、当社は、社会安全の確保を社業とする性質上、リスク管理を特に重要視しております。2002年に制定し、その後も最新のリスク

の状況に応じて更新しているリスク管理規則に基づき、リスク管理委員会を組織し、代表取締役グループCOOをその委員長としておりま
す。また、本社及び各事業所単位でリスク管理検討組織を設置しており、リスクの洗出し、評価、予防策、対策案の策定といったリスク
マネジメントについて全社網羅的に取り組んでおります。さらに、リスク管理委員会に分野別のリスク検討部会をおき、該当分野ごとに
リスク情報の収集、分析及び評価を行い、リスク軽減のための施策を検討しております。重大事案発生時の緊急連絡体制、対策本部の設
置等につきましても、迅速な対応が図れるよう組織体制を整備しております。

＜省略＞
ウ 人的資本

当社グループは、企業活動の最も重要な源泉は人材であるという基本的な考え方に基づき、これまでも教育や研修、また日々の業務
を通じて、働き手の成長を支援してまいりました。今後も引き続き、個々の働き手が持てる能力を最大限に発揮できる制度、環境を整
備するとともに、エンゲージメント向上に資する積極的な人的投資やダイバーシティの更なる推進等に取り組み、中長期的な企業価値
向上につなげていくことを目指してまいります。

＜省略＞
(ウ）女性活躍推進
ａ 戦略

当社は、仕事と家庭を両立し安心して活躍できるよう、妊娠中や産前産後の制度に加え、法定水準を上回る育児・介護休職や短時間勤
務制度など、さまざまな社内制度を整備してまいりました。2021年４月からは、女性活躍推進法及び次世代育成支援対策推進法に基
づく一体型の行動計画（３か年計画）として、「目標１：女性社員の管理職比率５％増加」及び「目標２：社員の平均勤続年数５％増
加」の２つの目標を掲げ、その実現に向けた様々な取り組みを行っております。
今後も引き続き、女性が能力を十分に発揮し活躍できる職場環境を整備するとともに、仕事と家庭の両立ができるよう、

在宅勤務などを活用した多様な働き方に関する検討も進め、個々の働き手が持てる能力を最大限に発揮できる就労環境を
整備してまいります。

ｂ 指標及び目標

c 社外認定
こうした一連の取り組みが評価され、当社は、2010年、2015年に厚生労働省の「子育てサポート企業」に認定され「くるみんマーク」

を取得しました。また、2017年２月には女性活躍推進法に基づく厚生労働省認定マーク「えるぼし」を取得、現在は３段階の認定ランク
のうち、２段階目に認定されております。
今後も引き続き、社員一人ひとりがALSOKの一員として生き生きと誇りを持って働くことができる職場づくりに努めています。

＜以下省略＞

（有価証券報告書2023年3月31日（決算日）「経営方針、サステナビリティに関する考え方及び取組」から一部抜粋要約） 証券コード： 2331

■各企業の社会問題（環境）に対する姿勢を確認する
■従業員に対する姿勢を確認する

各企業のサステナビリティに対する姿勢・取組

各企業のサステナビリティに関する考え方及び取組に関して「ガバナン」、「戦
略」、「リスク管理」、「指標及び目標」の４つが構成で記載されております。
現時点においては我が国における開示基準は定められていない為、今後、各社の
サステナビリティに関する取組の進展とともに内容が充実させていくことが考え
られるとされています。

→ここで挙げられている内容を
まとめると…

重要なサステナビリティ事項は

１.環境

２.ガバナンス・腐敗防止

3.人的資本

4.情報セキュリティ

指標 目標（2020年度比） 実績

① 女性社員の管理職比率 5.0％増加 1.4％増加

② 社員の平均勤続年数 5.0％増加 7.9％増加

事業の状況 2.サステナビリティに関する考え方及び取組



7eol操作マニュアル 目次

基本検索 トップページとナビゲーション構成

企業情報の閲覧 企業情報 サマリー①

企業情報の閲覧 企業情報 サマリー②

企業情報の閲覧・ダウンロード 開示書類(全書類）

ダウンロード形式の設定について

企業情報の閲覧・ダウンロード 財務データ（有報／短信）

企業情報の閲覧 株価情報

企業情報の閲覧 ランキング

企業絞り込み検索機能 基本検索 ＞ 企業検索

企業絞り込み検索機能 基本検索 ＞ 企業検索（ウォッチリスト登録）

スクリーニング機能 基本検索 ＞ スクリーニング

スクリーニング機能 基本検索 ＞ スクリーニング グラフ作成

株価検索機能 基本検索 ＞ 株価検索

提出書類別検索機能 書類検索 ＞ 書類別検索

内容全文検索機能 全文検索 ＞ 全文検索

比較機能 ウォッチリスト比較 ＞ 企業情報

比較データ取得機能 ウォッチリスト比較 ＞ 財務データ比較（要約財務）

業種分析機能 業種分析 ＞ ランキングサマリー

業種分析機能 業種分析 ＞ 業種平均比較

コーポレート・ガバナンス情報検索機能 テーマ検索 ＞ コーポレート・ガバナンス検索

セグメント情報検索機能 テーマ検索 ＞ セグメント検索

検索事例集

AsiaOne 基本検索機能

P8

P9

P10

P11

P12

P13

P14

P15

P16

P17

P18

P19

P20

P21

P22

P23

P24

P25

P26

P27

P28

P29

P30

個別の会社に

紐づく情報を

取得する。

基本操作

全体から

条件に適合する

会社、書類を

見つける。

AsiaOne



タブメニュー

情報を検索・閲覧するため、機能に
毎に分類しています。 各メニュー
をクリックすることで、プルダウン
メニューが表示されます。

8基本検索 － トップページとナビゲーション構成

ダイレクト企業検索フィールド

企業名または企業名の一部、証券コード、ＥＤＩＮＥＴ
コードでの検索が可能。企業名の一部から正式な社名を
サジェストします。 ログアウトボタン

言語切替タグ

インターフェースを日本語の他、英語、
中国語に切り替えて使用できます。

ページTOP
ボタン

クリックする
とページの

TOPに移動し
ます。

絞り込み条件
設定パネル

文字背景に帯が
入ると「絞り込
み条件」下に追
加表示されます。

検索ボタン

チェックを入れて検索
すると、開示書類(全書
類）を表示します。



企業情報の閲覧 － 企業情報 サマリー①

【このメニューでは企業の基本情報を閲覧できます。】

株価関連情報（直近）

※終値で1日1回更新
最新有価証券報告書

ピックアップリンク

※次頁にて詳細紹介

会社概要

ライバル企業

※ライバル企業抽出

条件より変更可

サブメニュー

※選択企業の各情報が

収録
通貨切替機能

※このボタンがあるペー
ジでは、表示通貨を切り
替えることが可能

事業構成・セグメント情報

（グラフ）

※売上高(5期推移)は比率から

算出した参考値

企業データ推移（有報ベース）

財務データ推移（短信ベース）

※比較タイプで四半期に変更可

過去に遡ることもできる

・業績ハイライト

・財政状況

・キャッシュ・フロー

9



企業情報の閲覧 － 企業情報 サマリー②

①最新の有価証券報告書へのダイレクトリンク（書類表示ウィンドウへ）

②書類表示ウィンドウでは、2画面表示、印刷用出力、訂正有無、

各アイコン等による機能が表示してます。

③現在表示されている「ライバル企業」を企業ウォッチリストへ

登録します。

④プルダウンメニューから有報の目次を選択し、表示されている

「ライバル企業」の選択頁を一括表示します。

①

②

③
④

⑤表示されている「ライバル企業」の比較財務データをエクセル形式にて

ダウンロードできる画面に移動します。

→ウォッチリスト比較 ＞ 財務データ比較（要約財務・詳細財務） へ

⑤

書類表示ウィンドウのアイコンについて 対象書類

：前後３期比較画面の表示（新規追加）
有価証券報告書／四半期報告書／
半期報告書（html）

：前年度／次年度の同一ページに移動
有価証券報告書／四半期報告書／
半期報告書（html・PDF）

：前四半期／次四半期の同一ページに移動
（新規追加）

有価証券報告書／四半期報告書／
半期報告書（html・PDF）

：前ページ／次ページへ移動 全書類

：ヘッダー情報付印刷用画面の表示 html書類

●書類表示ウィンドウの表示切替え機能について

Wordへの貼り付けも簡単

資料等への引用、書類のファイリング等を

効率的に行うことができます。

10



【企業の開示書類を閲覧・ダウンロードできます。】

■閲覧・ダウンロードできる書類

・取引所書類

・ＥＤＩＮＥＴ、その他開示書類

・その他

企業情報の閲覧・ダウンロード － 開示書類（全書類）

→期間を指定して当該企業の開示書類をまとめてダウンロードする。

→チェックで指定した当該開示書類をまとめてダウンロードする。

※ダウンロードには上限があります。一度にダウンロードできるファイル数は100まで、容量は100ＭＢが上限となっています。

→ショートカットリンク

①「開示書類(全書類)」サブメニューをクリックします
②該当企業の原文データを閲覧・ダウンロードできます
ファイル形式は、PDF・HTML形式となります

①

11

ＥＤＩＮＥＴ、その他開示書類

有価証券報告書・四半期報告書・半期報告書及び添付書類

有価証券届出書・臨時報告書

大量保有報告書・変更報告書

公開買付届出書・公開買付撤回届出書・公開買付報告書・意見表明報告書・対質問回答報告書

親会社等状況報告書

発行登録書・発行登録追補書類・自己株券買付状況報告書・確認書・営業報告書・招集通知・定款

目論見書（新規公開のみ）・内部統制報告書（HTMLのみ）

添付書類（報告書・決議通知・議事録・その他）

訂正報告書

分割開示書類ダウンロード有価証券報告書・半期報告書・四半期報告書（PDF）

有価証券報告書は最大1961年～

四半期報告書は2009年~

半期報告書は1975年～

有価証券報告書1994年以降は分割ファイルも提供。

※必要な箇所にチェックを入れて、下部のボタンでダウンロードが可能。



12ダウンロード形式の設定について

【ダウンロード時のフォルダ構成、

ファイル名の命名規則が設定できます。】

①標準形式による、フォルダ構成及び命名規則にて

ダウンロードが開始されます。

②格納するフォルダの作成方法を選択できます。

会社別、資料別、提出年別、１フォルダにまとめるが選択できます。

③Aのパネルから追加したい条件を選択しBの追加ボタンを押します。

該当の条件がDのパネルに移動したことを確認します。

条件を削除する場合は、Dのパネルから選択しCのボタンで削除します。

ファイル名標記の順序を入れ替える場合はFのボタンで入れ替えます。

例えば、社名（日本語）＋資料名（日本語）＋ダウンロード年月日

に設定。

ファイル名は

株式会社プロネクサス_有価証券報告書_20190126.PDF

となります。

④上記②及び③で設定した条件でダウンロードが行えます

⑤リニューアル以前のファイル形式でもダウンロードが行えます。

①

②

③

④

標準形式のファイル名

A
B

C

D

F

⑤



企業情報の閲覧・ダウンロード － 財務データ（有報／短信）

メニューから要約財務タブを選択する。

①対象とする開示書類を選択する。

閲覧したい財務諸表を選択します

【閲覧可能な財務データ】

連結－要約損益（及び包括利益）計算書

連結－要約貸借対照表

連結－要約キャッシュ・フロー計算書

連結－要約株主資本等変動計算書

連結－経営指標

連結－監査人

単体－要約損益計算書

単体－要約貸借対照表

単体－要約キャッシュ・フロー計算書

単体－要約株主資本等変動計算書

単体－経営指標

単体－監査人

有報ハイライト

所有者別状況

大株主

セグメント

R & D 

連結－要約株主資本等変動計算書

単体－要約株主資本等変動計算書

①

②
【要約財務データをダウンロードする例】

②ダウンロードをクリック

③カテゴリ、開示書類、金額単位、年度を選択、

ダウンロード（Excel、CSV）をクリック

④

③

⑤

【要約財務データを表示・グラフ化する】

メニューから要約財務タブを選択する。

④開示書類書類・財務諸表・開始年度を選択します。

⑤表とグラフを更新ボタンを押す。

下記の表が更新されます。

⑥グラフ化する科目を選択。（最大5っまで）

再び⑤表とグラフを更新ボタンを押す。

選択した科目のグラフが生成されます。

⑥

●要約財務データ
経年変化や企業間比較がスムーズにできるように、eolが予め科目を均した財務データです。
全会社の科目が統一されているので、簡単に数値の比較が行えます。また、「経営指標」を
選択していただくと、利益率や成長率など、計算済みの数値も用意しています。

●原本（財務データCSV）（財務諸表そのままのデータ）
有価証券報告書（1989年以降）・四半期報告書（2009年以降）の財務諸表を、そのままCSV形式で取
得できるファイルです。有価証券報告書の原文データとなりますので、「要約財務よりも詳細な科目を取得すること
ができます。

A社 B社 C社

当期純利益 25635

当期純損失（－） -140128

当期純損失 2557

A社 B社 C社

当期純利益 25635 -140128 -2557

eolが科目名を統一（約200項目）

経年比較・企業間比較が容易に！

（全社共通のテーブルにまとめた財務データ）

各社の財務情報を表形式で表示

13



企業情報の閲覧 － 株価情報

【企業の株価に関する情報を閲覧する】

①サブメニューより「株価情報」をクリックします

②直近の株価と関連指標

（株価はリアルタイムではありません。1日1回の終値での更新となります）

※株式数に関連する指標については、変更があった場合でも遡及して修正してません。

③マウスをチャート上に合わせると株価を表示できます
④株価チャート上の▲マークをクリックすると、当該日以降に開示された
適時開示書類・決算短信が株価チャート下に表示されます。

⑤比較チャートをクリックして他企業や日経平均、外国為替と比較が可能です。

選択した期間を基準として株価の推移を比較します。

※他企業は証券コードでの入力となります
⑥株価データ（始値、高値、安値、終値、出来高）をダウンロードします。
※最大直近５年分まで指定可能です。

①

②

③

④

⑤ ⑥

14



企業情報の閲覧 － ランキング

①サブメニューより「ランキング」をクリックします。

・ランキング（サマリー）は、該当企業のランクの前後を表示します。

・ランキング（全件）は、業種タイプ、ランキング科目、年度に

に属する全社のランキングを表示できます。

また、表示科目より科目を追加（最大3つまで）できます。

②閲覧したい業種を選択します。

・財務データ（有報ベース）‐ 東証業種

・財務データ（有報ベース）‐ 東洋経済業種

・決算短信データ（最新期）‐ 東証業種

・決算短信データ（最新期）‐ 東洋経済業種

・株価情報（直近終値ベース）‐ 東証業種

＜閲覧可能な項目例＞

・売上高

・売上総利益

・営業利益

・経常利益

・税金等調整前当期純利益

・親会社株主に帰属する当期純利益

・有利子負債

・株主資本利益率（ROE）

・総資本利益率（ROA）

・1株利益（円）

等

③該当企業はハイライト表示されます。

①

②

【同業種他社と比較したランキングを閲覧する】

③

15



検索結果の表示
【各種属性を利用し、企業を絞り込む】

①メニューより「基本検索」タブをクリック

②プルダウンメニュー「企業検索」をクリック。

③基本条件より検索結果の「表示件数」、「並び順」などが設定できます。

④絞り込み条件より検索条件を選択。

※検索項目の文字背景に帯が入ると、「絞り込み条件」に追加表示。

該当する「絞り込み条件」を選択、設定。

⑤「検索実行」をクリック。

①

②

③

④

企業絞り込み検索機能 － 基本検索 ＞ 企業検索

⑤

②

⑥
【検索後の再設定】

⑥「条件を再設定する」をクリック もしくは 検索結果画面の上にスクロール

検索画面と検索結果画面がロール状で確認できます

検索画面

検索結果画面

16



左から 基本情報、 財務データ（有報）、 財務データ（短信）、

株価情報、 ランキング、 企業ニュース、 開示書類

企業絞り込み検索機能 － 基本検索 ＞ 企業検索（ウォッチリスト登録）

【検索結果の表示より】

結果リストを作成する

①検索結果（全件）をダウンロード（Excel、CSV）をクリック

グルーピングする

②選択企業にチェックを入れる。

③「ウオッチリストへ登録」をクリック後に、 「ウォッチリスト-追加」が表示される。

④「ウォッチリスト-追加」内のグループを選択、「ウォッチリストに追加」をクリックで

登録企業一覧に登録される。

⑤登録したウォッチリストの企業は、保存できません。

ウォッチリストダウンロード及びアップロード機能をご利用下さい。

⑥企業名をクリック・・・企業情報 > サマリーを表示。
⑦関連リンクのアイコンをクリック・・・各情報ページに移動します。

①

④

②

⑤

③

青文字…上場会社

緑文字…非上場会社、過去に有価証券報告書を提出していた会社 等

⑦
⑥
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スクリーニング機能 － 基本検索 ＞ スクリーニング

※条件に対する数値の幅を
設定できます。

【数値・株価を利用し、企業を絞り込む】

①「基本検索」タブの「スクリーニング」プルダウンメニューをクリック

②スクリーニングのメニューを選択

③基本条件より表示件数、並び順(ランキング機能)、条件を設定（最大5つまで）

④「検索実行」をクリック

⑤要約財務データ（ヒストリカル）では過去の数値情報からスクリーニングも可

④

③

⑥

検索結果の表示

⑥チェックを入れて、「ウォッチリストへ登録」でウォッチリストに追加が可能

⑦企業名をクリック…企業情報 > サマリーを表示

⑧検索結果（全件）をダウンロード（Excel、CSV）

②

⑤

⑦

①

※条件に対する数値の幅を
設定できます。

※条件は（最大5っまで）追加できます。

※条件は（最大5っまで）追加できます。

⑧
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19スクリーニング機能 － 基本検索 ＞ スクリーニング － グラフ作成

※条件に対する数値の幅を
設定できます。

【数値・株価を利用し、企業を絞り込む】

①「基本検索」タブの「スクリーニング」プルダウンメニューをクリック

②スクリーニングメニューより要約財務データ（ヒストリカル）を選択

③基本条件より表示設定（表示件数、並び順）、書類種類、決算日、数値条件を

設定（最大5つまで）

④「検索実行」をクリック

④

③

⑤

検索結果の表示⇒グラフ作成

⑤グラフを作成したい企業にチェック

⑥「検索結果からグラフを作成（最大10社）」をクリック

⑦別ウィンドウ「グラフ作成」よりグラフ作成期間を選択、ダウンロードをクリック

Excelのグラフが作成

⑧企業名をクリック…企業情報 > サマリーを表示

⑨検索結果（全件）をダウンロード（Excel、CSV）

②

⑦

⑥

①

※条件は（最大5っまで）追加できます。

⑧

⑨



①「基本検索」タブの「株価検索」プルダウンメニューをクリック

②「株価検索」のメニューを選択

※株価データの収録は2005年9月5日以降

①

⑥「株価ランキング」では、日付、項目、表示件数を設定

⑦「検索実行」より設定内容にて表示

⑧検索結果をダウンロード

②

株価検索機能 － 基本検索 ＞ 株価検索

株価推移：選択した企業より、指定した期間の株価を取得

株価ランキング：指定した日付にて、選択された項目をランキング

③

③「株価推移」では、表示設定（表示件数、並び順）、企業選択（最大50社）、

日付/期間及び表示項目を設定

④「検索実行」より設定内容にて表示

⑤検索結果をダウンロード

④

⑥

⑦

※

※証券取引所の休業日を指定した場合は、下記内容が表示されます。

⑤

⑧

20
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【書類名から書類条件を設定し、該当の文書を絞り込む】

①「書類検索」タブの「書類別検索」プルダウンメニューをクリック

②書類条件を選択

「全書類」では、複数の種類の書類をまとめて検索が可能

③表示設定及び対象書類の書類条件を設定

「全書類」を選択した場合、書類選択より該当書類を設定

⑤「検索」ボタンをクリック

⑥ ⑦

検索結果

⑥企業名をクリック…企業情報 > サマリーを表示

⑦書類名をクリックすると、該当書類の原文を表示

⑧チェックした企業の書類をまとめてダウンロード

提出書類別検索機能 － 書類検索 ＞ 書類別検索

① ②

③

⑤

④

②で指定する書類に応じて、

表示項目が切り替わります。

⑧

※ダウンロードには上限があります。一度にダウンロードできるファイル数は100まで、容量は100ＭＢが上限となっています。



22

検索結果一覧の表示（表示件数上限3000件）

⑥チェックボックスに✔を入れて選択。

⑦『チェックした文書を一括表示』をクリック

→別ウィンドウで検索結果を一覧出力可能。

※直接『ヒット文書』をクリックでも個別表示
がされます。

【キーワードでピンポイント検索】

①「全文検索」タブの「全文検索」プルダウンメニューをクリック

②検索方式を選択

③キーワード、日付/期間、書類条件を設定

④目次選択、タイトル/公開項目選択より目次等を設定も可能

⑤「検索実行」をクリック

※印刷に適したタテ表示と

閲覧に適したヨコ表示が可能

④

⑤

⑥

内容全文検索機能 － 全文検索 ＞ 全文検索

⑦

②

③

①

⑧ダウンロード設定
画面が表示

⑥より選択した書類
をまとめてダウン
ロード

検索結果画面

⑧

近傍検索：キーワード間の文字数を指定して検索

数値範囲指定検索：キーワードと数値範囲を指定して検索

⑨

⑨検索結果（全件）をダウンロード

対象企業一覧をExcel／CSV形式でダウンロード

⑦



比較機能 － ウォッチリスト比較 ＞ 企業情報

【ウォッチリストの登録企業をサマリー情報で比較閲覧できます】

※ウォッチリストのグループ上限企業数を表示できます。

①事前にウォッチリストに企業を登録しておきます。

※企業絞り込み検索機能－基本検索＞企業検索（ウォッチリスト登録）を参照

②「ウォッチリスト比較」タブの「企業情報」プルダウンメニューをクリック

③「ウォッチリストグループ選択」より比較したいグループを設定

④「比較項目選択」より比較したい項目を設定。

比較項目

・企業基本情報 ・セグメント情報 ・セグメント別売上

・海外売上高 ・株式関連情報 ・株価チャート

⑤「更新」ボタンをクリック

⑥「このページを印刷する」をクリックすると印刷用にレイアウトされた

ページが表示

②

③

・セグメント情報(円グラフ）

・セグメント別売上高‐5期推移
④ ⑤ ⑥

・株価関連情報（直近）
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※要約財務と詳細財務の操作方法は共通

【ウォッチリストの登録企業より要約・詳細財務データを、他社比較形式で表示、ダウンロード】

①「 ウォッチリスト比較」タブより、「要約財務データ比較」プルダウンメニューをクリック

24比較データ取得機能 － ウォッチリスト比較 ＞ 財務データ比較（要約財務）

【他社比較形式で要約財務諸表や経営指標を

比較チャートで表示】

⑤ウォッチリストグループ、データソース、

カテゴリ、年度、開示書類を選択して、

「設定した内容で表を更新」をクリック

⑥上記⑤より選択した内容が

⑦比較チャートを表示したい企業のチェック

ボックスに✔を入れる

⑧「選択企業を別ウィンドウで比較チャート表示」

をクリック

⑧別ウィンドウで比較チャートが表示されます。

（１度に比較できる社数は５社までです）

⑨チャート内の開始年度、書類名、科目選択より

チャートを変更することも可

②

⑦

⑦

⑧

④

③

①

【他社比較形式でデータをダウンロード】

②ダウンロードしたいデータをウォッチリスト

グループ、データソース、カテゴリ、年度、

開示書類より設定

③「ダウンロード」ボタンをクリック

「要約財務データ一括ダウンロード」が表示

ウォッチリストグループ、ウォッチリスト内

企業選択、カテゴリ、開示書類、財務データ

並び順 金額単位、年度、Excelシート形式、

ダウンロード形式を設定

④ダウンロード（Excel、CSV）をクリック

⑥

⑤

⑨



25業種分析機能 － 業種分析 ＞ ランキングサマリー

①

②

【このメニューでは、業種別のランキングを閲覧することができます】

①「業種分析」タブメニューの「ランキングサマリー」プルダウンメニューをクリック

②閲覧したい業種タイプおよび業種、年度、上場市場を選択、表示件数を設定

業種タイプ一覧

・財務データ（有報ベース）‐ 東証業種

・財務データ（有報ベース）‐ 東洋経済業種

・決算短信データ（最新期）‐ 東証業種

・決算短信データ（最新期）‐ 東洋経済業種

・株価情報（直近終値ベース）‐ 東証業種

③「設定した内容で表を更新」をクリック

【閲覧項目例：財務データ（有報ベース）－東証業種】

・売上高(百万円) ・売上総利益(百万円) ・営業利益(百万円)

・経常利益(百万円) ・税金等調整前当期純利益(百万円)

・親会社株主に帰属する当期純利益(百万円) ・資産合計(百万円)

・有利子負債(百万円) ・純資産合計(百万円)

・営業ＣＦ(百万円) ・投資ＣＦ(百万円) ・財務ＣＦ(百万円）

・現金同等物期末残高(百万円) ・1株当たり親会社株主に帰属する当期純利益(円)

・株主資本利益率(ROE)(％) ・総資本利益率(ROA)(％) ・株主資本比率(％)

・従業員数(名) ・平均年収(千円) ・平均年齢(歳) ・平均勤続年数(年)

・海外売上高比率（％）

【閲覧項目例：決算短詩データ（最新期）－東証業種】

・実績-売上高 ・予想-売上高 ・予想-売上高成長率 ・実績-経常利益

・予想-経常利益 ・予想-経常利益成長率

・実績-親会社株主に帰属する当期純利益 ・予想-親会社株主に帰属する当期純利益

・予想-親会社株主に帰属する当期利益成長率

・実績-1株当たり親会社株主に帰属する当期純利益 ・実績-1株配当

・予想-1株配当 ・実績-配当利回り ・実績-1株営業CF

④「縦形式でダウンロード」よりランキングをExcelでダウンロードも可

③④



26業種分析機能 － 業種分析 ＞ 業種平均比較

【業種平均で比較を行う】

①「業種分析」タブメニューの「業種平均比較」プルダウンメニューをクリック

②「業種タイプ」、「年度選択」、「財務諸表選択」より設定

③「設定した内容で表を更新」をクリック

④比較したい業種のチェックボックスに✔を入れる

⑤選択した業種（最大５業種）の比較チャートが表示

別ウィンドウの比較チャート内で「開始年度」、「科目選択」の変更可

⑥表示している内容をExcel形式にて、ダウンロード

②

⑥

⑤

①

④

③
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【コーポレート・ガバンナス報告書より検索】

①「テーマ検索」タブメニューの「コーポレート・ガバナンス検索」

プルダウンメニューをクリック

②基本条件より表示設定、最終更新日、銘柄名、証券コードを設定

③「絞り込み条件」より組織形態・資本構成等、取締役関係…等を選択

文字背景に帯が入ると「絞り込み条件」下に追加表示

④「検索」ボタンをクリック

⑥

検索結果

⑥銘柄名をクリック…企業情報 > サマリーを表示

⑦原文表示をクリック…該当銘柄名の原文（コーポレート・ガバナンス報告書）を表示

コーポレート・ガバナンス情報検索機能 － テーマ検索 ＞ コーポレート・ガバナンス検索

①

②

③

⑤

④

⑧検索結果のダウンロード

対象企業一覧をExcel／CSV形式で

ダウンロード可能です。
取締役関係 監査当委員会設置会社関係

　定款上の取締役員数 　監査当委員会（全委員数）

　定款上の取締役任期 　監査当委員会（社外取締役員数）

　取締役人数

　取締役（独立役員）人数 任意の委員会の関係

　指名委員会又は報酬委員会に相当する任意の委員会の有無

監査役関係 　指名委員会に相当する任意の委員会（全委員数）

　定款上の監査役員数 　指名委員会に相当する任意の委員会（社外取締役員数）

　監査役人数 　報酬委員会に相当する任意の委員会（全委員数）

　社外監査役人数 　報酬委員会に相当する任意の委員会（社外取締役員数）

　社外監査役（独立役員）人数

その他

指名委員会等設置会社関係 　独立役員人数（社外取締役、社外監査役合計）

　指名委員会（全委員数） 　議決権電子行使プラットフォームへの参加

　指名委員会（社外取締役員数） 　　その他機関投資家の議決権行使環境向上に向けた取組み

　報酬委員会（全委員数） 　招集通知（要約）の英文での提供

　報酬委員会（社外取締役員数） 　取締役報酬の開示状況

　監査委員会（全委員数） 　執行役報酬の開示状況

　監査委員会（社外取締役員数） 　報酬の額又はその算定方法の決定方針の有無

　執行役員数 　買収防衛策の導入の有無

⑦

※検索条件項目の一部

⑧
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【有価証券報告書のセグメント情報等より検索】

①「テーマ検索」タブの「セグメント検索」プルダウンメニューをクリック

②基本条件より表示設定、企業名、セグメントタイプ（※）、決算日、

数値条件を選択

※セグメントタイプ

事業別セグメントの場合：事業内容 取扱商品・製品を設定

地域セグメントの場合：国名・地域名を設定

③絞り込み条件を追加することも可

④「検索実行」をクリック

セグメント情報検索機能 － テーマ検索 ＞ セグメント検索

①

②

③

⑤

⑦

⑤検索結果一覧ウィンドウの下部のスクロールバーを右へスクロール、各項目が表示

⑥原文表示をクリック…該当銘柄名の原文（セグメント情報等）を表示

⑦検索結果（全件）をExcel・CSV形式にてダウンロード

⑥

④



●「ｅｏｌ」で多数頂いた検索機能へのご質問を、「検索事例」として纏めました。⇒検索の「事例」「きっかけ」や「ヒント」として是非ご活用下さい。

検索事例集

①「eol」の各検索画面（基本検索、
スクリーニング（数値・株価）、
全文検索・・・・等）に
「検索事例集はこちら」というリンクがあります

②これまで寄せられたご質問を中心に
事例集を作成いたしました。
基本・書類検索にとどまらず、実務者
向けの事例も紹介しております。

29

①メインメニューに「検索事例集」が
表示されてます。

③検索方法を確認したい場合…「検索条件をセット」
ダイレクトに結果を表示したい場合…「結果表示」



30

【アジア主要地域を網羅した企業情報データベース AsiaOne】
AsiaOneの特長：アジア圏の主要１５地域の証券取引所に上場している企業を網羅

要約財務データで地域を越えた企業比較・分析が可能
多言語対応・表示通貨の統一が可能

アジア圏の主要9地域の上場企業情報（企業情報>サマリー）が閲覧できます。

①ｅｏｌタブメニュー下の「AsiaOne」バナーをクリック

①

AsiaOne － 基本検索機能 ※ご契約内容により表示されない場合もございます。

②

②ログイン画面に移動後、「Automatic login」をクリック

■AsiaOneのインターフェイス

■検索結果

■企業情報>サマリー
会社概要、事業構成・セグメント情報

株価関連情報、財務データ推移



操作中の画面についての説明、収録コンテンツについての情報が記載されています。
操作方法等のお問い合わせも対応しておりますので、ご不明な点がございましたらサポートデスクまでご連絡ください。

オンラインマニュアル/お問い合わせ先

現在表示している機能の
ヘルプ画面を表示

ヘルプのトップ画面が表示

お問い合わせ先：株式会社アイ・エヌ情報センター ｅｏｌサポートデスク

電話番号 03-5281-1097 受付時間 平日9:00 - 17:00 休業日：土日・祝日・年末年始
Webでのお問い合わせ https://reg34.smp.ne.jp/regist/is?SMPFORM=ohth-lfsfkd-c113c3f5c36e06b22d2c306ab7be51e3

お問い合わせやご要望の
ご連絡フォームを表示
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https://reg34.smp.ne.jp/regist/is?SMPFORM=ohth-lfsfkd-c113c3f5c36e06b22d2c306ab7be51e3


Eolの操作方法や調査・研究等にご活用頂ける動画を公開しております。

→https://channel.eoldb.com/

eol.Channelのご紹介 32

操作動画が閲覧可能

活用動画が閲覧可能



ログイン方法

３．「文系学部関連リンク＆データベース集ページで

「経済学部関係」を更に選択、「〇eol」をクリック。

ご注意
同時アクセス数は、3となっております。
次の方がすぐに利用できるように、利用後は画面右上のログアウトボタンを押して
終了して下さい。なお、一定時間（30分）操作が無いと自動ログアウトします。

1．九州大学附属図書館 トップページより

「図書館を使う」プルダウンメニューの

「中央図書館」をクリック。

2．中央図書館ﾍﾟｰｼﾞの左メニューより

「文系学部関連リンク＆データベース集」を選択

②

③

①

⑥

４．学外からのアクセスの場合は認証画面に

SSO-KIDとパスワードを入力しログイン

⑤

５．eolログイン画面で

「Automatic Login」をクリック

④



本内容についてのお問い合わせ

㈱アイ・エヌ情報センター

E-mail：eol-support@indb.co.jp

https://www.indb.co.jp/

弊社ご提供サービスは、

下記よりご確認いただけます

https://www.indb.co.jp/service/

https://www.indb.co.jp/
https://www.indb.co.jp/service/
https://www.indb.co.jp/service/

